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山下太郎奨励賞２部門の受賞者決定について

令和５年５月３１日

一般財団法人山下太郎顕彰育英会

一般財団法人山下太郎顕彰育英会(理事長 山下和男)は、選考委員会の答申に基づき、

｢第３４回山下太郎学術研究奨励賞｣の受賞者２名と、｢第３２回山下太郎地域文化奨励賞｣

の受賞者３団体を、当法人理事会に於いて正式決定しました。

第３４回山下太郎学術研究奨励賞

後 藤 育 壮 氏

秋田大学大学院 理工学研究科 物質科学専攻 ・ 准教授

現 住 所 … 秋田県秋田市

年 齢 … ３８歳

出 身 地 … 青森県黒石市

出 身 校 … 青森県立弘前高等学校～東北大学～同大学院

専 門 … 鋳造工学

学 位 … 博士(工学) / 東北大学

受賞対象となる研究業績の主題

鋳造に関わる異種材料界面の挙動のメカニズム解明及び

環境調和熱電モジュールの革新的製造プロセス・超寿命最適金型への応用展開

第３４回山下太郎学術研究奨励賞

高 橋 大 輔 氏

埼玉大学大学院 理工学研究科 植物糖鎖生物学研究室 ・ 助教

現 住 所 … 埼玉県さいたま市

年 齢 … ３５歳

出 身 地 … 秋田県大仙市

出 身 校 … 秋田県立大曲高等学校～岩手大学～同大学院

専 門 … 植物生理学、植物環境応答学

学 位 … 博士(農学) / 岩手大学

受賞対象となる研究業績の主題

細胞壁に着目した植物の凍結適応機構に関する研究
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第３２回山下太郎地域文化奨励賞

秋田近代史研究会

代表委員 高 橋 務 氏

・事 務 局 … 秋田県横手市

・会 員 数 … ３５名

・沿 革 等 … １９５８年（昭和３３年）発足。

以降、年２回の研究会を開催するほか、

毎月の部会活動、年４回の会員向け機関

紙発行を行う。また、調査・研究の成果

発表として｢秋田近代史研究｣を年１回刊

行する。

受賞対象となる研究･活動の主題

秋田県の近現代史に関する研究

第３２回山下太郎地域文化奨励賞

わくわく科学工房

代表 石 橋 研 一 氏

・事 務 局 … 秋田県横手市

・会 員 数 … ２３名

・沿 革 等 … ２０１６年（平成２８年）発足。

以降、一般市民対象の｢わくわく科学実

験教室｣を毎年１２月に開催する。他に、

自然を学ぶ体験プロジェクト、学校や地

域への出前講座、｢よこてかまくらＦＭ｣と

連携した｢わくわく科学コラム｣の制作･放

送を行う。

受賞対象となる研究･活動の主題

子どもも大人も みんなわくわく「身近な科学」

秋田近代史研究会･秋季研究会

わくわく科学実験教室(令和４年１２月)
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第３２回山下太郎地域文化奨励賞

「能代山本の先人たち」協作実行委員会

代表 菊 池 保 男 氏

・事 務 局 … 秋田県能代市

・会 員 数 … １９名

・沿 革 等 … ２０１７年（平成２９年）に｢能

代山本の先人たち｣構想の検討・協議を

開始。執筆基本体制の確立後、地元紙

｢北羽新報｣に月２回のペースで連載を

開始。２０２１年８月のスタートから既に約

４０名の足跡を地域住民に紹介する。

受賞対象となる研究･活動の主題

｢能代山本の先人たち｣協働制作と新聞連載

能代在住の主要メンバー


